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■ 梯川　小松天満宮地区改修　～河川改修とまちづくりが一体となった整備～

■ 梯川逆水門耐震対策

　

　

←写真中央が「小松天満宮」。分水路は白線矢印
　のように小松天満宮を迂回して、洪水を処理します。

　梯川水系梯川が流れる小松市街地は標高が低く、地
震等により堤防や河川管理施設が損傷を受け津波が河
川を遡上した場合には被害が生じる恐れがあります。
　特に支川前川との合流点にある梯川逆水門は昭和７
年に築造された施設であり所定の耐震性能が確保され
ていないため、被害の防止・軽減を図ることを目的に
平成26年に耐震補強が完成しました。

■ 梯川　白江地区河川改修事業

　当地区では既に計画断面堤防となっていますが、低
水護岸の整備は完了しておらず、計画高水流量を流下
させるために十分な河道断面となっていないことから、
低水護岸の整備を実施します。
　これにより、必要低水路幅が確保され、中心市街地
の治水安全度を向上させます。
　また、低水護岸整備にあたっては、水際の連続性を
確保するものとし、ヨシ等生育基盤の創出に努めます。
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　市街地中心部の小松地区には、1657年に創建され国重要文化財に指定されている小松天満宮が存在し、地域における歴史・文化
の象徴となっています。
　このため、小松天満宮を現位置のまま保全しつつ治水安全度を確保するものとして、分水路方式による改修を採用しています。
　これは、小松天満宮を迂回するよう新たにバイパスの水路を設け洪水の一部を処理するものです。また、工事を進めるにあた
っては、周辺の市街地再開発（小松市）などのまちづくりと一体となって、分水路の整備を進めております。
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幅2.5m 長さ12m

高
さ
3.8
m 総重量20t（25t  ※）

※高速自動車道、指定道路においては、
　軸距の長さに応じ最大25.0t

パトロールで発見した落下物の回収

1.0m
未満

1.0m
未満

2.5m
以上境

界
線

境
界
線

2.5m
以上

出幅は
1.0m
未満だよ

高さは
2.5m
以上ね

高さは
2.5m以上、
出幅は
1.0m未満だ

自家用看板の場合 日除けの場合

作業内容 作業頻度
パトロール ・原則　２日に１回

・原則　年間６回以内（DID内）
・原則　年間１回以内（上記以外）

歩道清掃 ・原則　落葉等の除去に限定して実施
排水構造物清掃 ・原則　年間に１回を目安
除草 ・原則　年１回

・高木、中低木　原則　３年に１回程度
・寄植　原則　１年に１回程度

路面清掃

剪定

道路管理

■ 特殊車両
・ 車両制限令に規定されている一定の大きさや重さを
一つでも超える車両を、特殊車両といいます。

・ 特殊車両の通行には、道路管理者の通行許可を受
けなければなりません。

■ 道路管理者の承認が必要な工事
・自動車乗り入れのために行う歩道の切り下げ工事。
・宅地造成などに伴う道路の法面の切取り、埋め立て
工事及び出入路の工事。
・都市計画、又は土地区画整理法などに基づく道路の
拡幅、取付工事。

■ 道路占用許可ができないもの
【立看板類】
　道路区域内の土地に設置される立看板、広告板、のぼり、その
他これらに類するものは認められません。

■ 道路の維持管理計画(案)

【はり紙・はり札等】
　電柱にぶらさげる広告物（看板）、又は貼付したり、立てかけた
りすることは、禁止されています。

■ 道路占用許可を受けられる基準
　道路に看板・日除け等を設けるには占用許可が必要です。

　

路面清掃車による清掃

道路管理

　道路を管理する上で必要なパトロール  (  落下物の処理や道路の異常の早期発見、補修等を実施) 、清掃及び除草並びに
剪定等の作業について、当事務所は平成２２年度に「金沢河川国道事務所道路の維持管理計画(案)」を作成し､この計画
(案)に沿って道路の維持管理を計画的に行っています。
　また、より良い管理水準とするため、皆様からのご意見を踏まえながら運用していきます。

■ 石川県道路メンテナンス会議を設立

石川県跨道橋連絡部会 H27.3.27

　・会議の概要
　   1.目的
　    石川県内の道路管理者が道路施設の点検や補修・更新等について、相互に連絡・調整、
　情報共有を行うことにより、協力して 老朽化対策の強化を図ることを目的とする。
　   2.メンバー
          ■石川県内の全ての道路管理者（北陸地方整備局・NEXCO中日本・石川県・19市町）で構成。
          ■会長は金沢河川国道事務所長、副会長は石川県土木部道路整備課長、
　　　中日本高速道路（株）金沢支社金沢保全・ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ所長。構成員は市町の担当部長クラス。
　   3.会議開催状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   4.講習会等開催状況

　　

計246名参加
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